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１．はじめに 

 都市化による土地利用の変化は，雨水の流出形態

を大きく変化させ，都市型水害の一因となっている．

一方，渇水や震災時の水不足も目にする．また人口

減少が進む中での大規模水管理施設の建設と維持管

理は大きな社会的課題である．しかしながら雨水，

汚水，上水は地下に潜り，生活者は水管理システム

が「視えない」ため，水管理システムへの関心や理

解を呼び起こすことが難しくなっている． 

 従来の集約，集権的な水管理に加えて，雨水の貯

留・浸透をテーマとした，多様な主体による分散型

で冗長性の高い，自立型で維持管理に優れた水管理

システムの構築は，上記の課題解決に貢献するはず

である．近年，自然の有する力を積極的に利用する

グリーンインフラが注目されているが，分散型水管

理システムはこの考え方に通ずる． 

 筆者らは福岡の中心部を流下する樋井川で，平成

21 年の洪水を契機に流域内で水を貯留浸透する活動，

すなわち流域治水を地域の方々と共に進めてきた．

本稿では，その活動をさらに発展させた「あまみず

社会」の基本的な考え方とその実現に向けた取り組

みの一部を紹介する． 

２．“あまみず社会”という都市ビジョン 

 筆者らは，樋井川流域を主な対象地として平成 27

年「あまみず社会研究会」を立ち上げた．流域のす

べての場所で水の貯留・浸透に，良質な緑を増やし

ながら多世代が協力して取り組み，適正な技術と節

度ある生活感覚に基づく，分散型の水管理が実現さ

れる地域社会を，「あまみず社会」と呼ぶ(図 1)．研

究会は多機能の「水」を対象に，近代社会の共通の

課題解決手法として「あまみず社会」という「都市

ビジョン」を描き，「多世代共創」の取り組みによっ

て「社会変容が持続的に起こる」ことを目標として

いる．後述する種々の研究開発活動は，主として以

下の 3 つの目標に基づき，多面的で重層的な活動を

行なっている． 

① 多世代共創を進める仕組み 

② 持続可能な地域のデザイン 

③ 社会実装に向けたネットワーク構築 

図 1 あまみず社会の水管理システム 

３．多世代共創を進める仕組み 

 あまみず社会の実現には，流域内の多様な世代と

連携を図りながら，地域の課題を発掘し，あまみず

社会の概念と手法の普及を図ることが重要である．

概念普及拠点の設置やあまみず教育，ロゴマークの

作成，流域物語の作成等の取り組みを展開している． 

（１）あまみずセンター 

 あまみず社会の手法と概念の普及，また交流を図

る拠点として，「あまみず科学センター」と「あめに

わ憩いセンター」を開設した(図 2)．「あまみず科学

センター」（福岡大学内）は中古コンテナを活用した

情報発信施設で，技術者，専門家や一般市民の見学

者を受け入れている．「あめにわ憩いセンター」は既

存住宅の一部を地域に開放した交流拠点であり，

様々な雨水貯留浸透方法を実装させて改造した． 

 
図 2 科学センター(左)と憩いセンター(右) 
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（２）あまみず教育：アマミズタメルンジャーZ 

 子供が楽しみながらあまみず社会を考える仕組み 

として，アマミズタメルンジャーZによる興行を各地

で実施し，市民に対する認知度向上に大きく貢献し

ている(図 3)．未就学児，小学生，中学生を対象とし

て，平成 27 年度から数えて計 48 回実施している． 

４．持続可能な地域のデザイン  

普及しやすい安価で魅力的な適正技術の開発と実

装，IT を用いたあまみず社会の見える化，あまみず

社会の経済的な評価に取り組んでいる． 

（１） 雨水貯留浸透の要素技術開発 

雨水貯留 1m3 当たり 10 万円以下，多世代共創のプ

ロセスで実装するなど予め定めた要素技術の基本要

件に従い，新開発した要素技術を実装した． 

あまみず科学センターの実装では，「穴あき雨水タ

ンク」（ブロックと遮水シートで構成された6.5m3の

タンク）を新開発した(図 4)．これは放流孔を設けて

孔の大きさをコントロールすることで一定量以上の

流出を自動的に抑制し，また下部は利水容量，上部

は治水容量と分割化することで公共雨水管理インフ

ラへの貢献分を明確に示せる技術である． 

あめにわ憩いセンターの実装では，樋と雨水菅の

連結を切り，手軽な簡易浸透トレンチや雨水ますの

改良など庭の土壌に「浸透」させる流出抑制技術を

開発した．これにより総雨量 198mm に対して 80%以上

の雨水流出抑制を実現でき，「浸透」の大きな効果が

確認された．今後の更なる効果検証が必要である．  

今後は店舗，集合住宅，学校への実装を予定して

おり，更なる要素技術開発を推進する計画である． 

（２） 簡易な浸透試験器具の開発 

「浸透」に関して，誰でも手軽に利用できる簡易

な浸透試験器具を開発した(図 5)．測定データの有効

性については今後さらなる検証が必要だが，市民は

土壌の種類による浸透能力の違いを感覚的に実感で

き，土壌や緑の大切さに気づくことができる． 

５．社会実装に向けたネットワークの構築 

 あまみず社会構築のためのステークホルダーは多

様であり，市民および自治協議会，民間，行政，大

学をつなぐネットワーク形成が重要である．フォー

ラム・場の創出や季刊誌発行，社会実装を支える住

民や技術者養成のための講座を実施している． 

（１）ミズベリング樋井川の設立 

 多様なステークホルダーが気軽に参加できる仕組

みとして「ミズベリング樋井川」を設立した(図 6)． 

 

 

 

 

水辺で一斉に乾杯するイベント「水辺で乾杯！」に

は約 200 人が参加し，地域を巻き込む成果が得られ

た.敷居が低く自由な雰囲気により，継続的な参加者

を得ており，また，これをきっかけとした新たな団

体が誕生するなど，波及効果を生んでいる． 

（２）他地域への広がり 

平成 28 年 8 月に善福寺川（東京）について研究し

ている中学生が樋井川を訪れ，流域の住民や中学生

との交流会を行なった．会では，学校敷地内での雨

水貯留浸透方法をワークショップ形式で考えた．こ

れを中学生が善福寺川に持ち帰り発表したことで，

善福寺川では貯留浸透施設の設置を検討する住宅が

現れるなど，活動が活発化している． 

東京町田市では，住民の方々と勉強会を重ねたこ

とで各戸で流出抑制に取り組む活動が始まった．あ

まみず社会の概念は様々な所で共感を得られ始めた． 

６．まとめと今後の課題 

 本稿に示した多面的で重層的な活動を展開するこ

とにより，新たな市民活動グループの誕生や他地域

への波及など想定以上の成果の広がりが生まれてい

る．引き続き今後も，さらなる実装による多世代共

創型の要素技術開発とその検証，上中下流をつなぐ

ネットワーク構築，あまみず社会推進のための母体

形成等を継続する必要がある． 

図 6 ミズベリング樋井川の様子 

図 4 穴あき雨水タンク  図 5 リングを利用 

                          した浸透実験器具 

図 3 アマミズタメルンジャーZショー 
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